
地域へ の愛 情 と客観的視野

山 鹿 誠 次

昭和47年か ら施行される中学校の社会科新学習指導要領では,従来 ｢-/%土｣として扱 っていた

根城奇｢身近な地域 ｣とし,その見方や取扱い方を改めている｡ この改訂のねらいはいろいろある

が,従来 の郷士学習が方法概念 と目的概念を並列して両者vc同様の ウエイ トをかけ ていたのに対 し,

改訂では方法概念を重視 し,.地理学習の導入 としての性格 を強めたことが一つの特 色と.されている｡

このようを変化の背景 としては,人 口移動のはげ しい現代社会vEおいて,郷士 とい う範囲が とら

えIK くくなったこと,郷士 といえば何かお国 自慢的夜狭量凌見方vcとられ るおそれが あることに対

し,よ り広い立場から身近を地 域を夜がめることが重視され てきたためで ある｡現代社会では身近

を狭い抱城 vEおいて も,国 全体,世界全体の動 きの夜かで,その一部分として諸現象が展開する｡

それは歴史学で郷土史 といわず地方史 と呼ぶ ように売ったの と同 じ考え方である｡その点で, 身近

な地域 を広い範囲の中か ら,換言すれば客観的な視野でみなおすことが要請され てきたのである｡

以上のようを傾向は,私た ちが近年関係をもっている地域 診WT,地域計画をどvcも共通Z)問題 で

ある. ある都 市とか県な どで根城計画を立 てる際に,その地域の特定の関係者だけで考えると,古

い地域的制約にしぼられたbして,自由夜新 しい発想が生れに くいことがある..その際他地域の事情L'

に もくわ しい広い視野を もった立場の^を加えると,その地域を客観的に見て,新しい考え方が期

待で きる ｡ 胞城診断や地域計画に他地域の学識経験者75:どが参与する意義はそこvEある｡最近編さ

んされた市誌 (皮 )の類Vこも,旧来の狭い郷土誌 (皮 )的立場か ら脱却 して,広い視野 と高い学問

的水準を もった 市誌 (皮 )類が生れつつあるの も,同様の意味がある といえ よう,

しか しこ'Dようか 也域の客観視は,他方において地域を余 りに も冷静に見すぎて生 き生 きした感

情が失意われ ることがない とはいえない｡ その点では旧来の郷土愛の ような,対象地域-の愛情 も

必要 になってくる｡対象根城に愛着怒もち,心をこめて地域 の分析にあた D,将来の望ましい姿を

希求することが,生 きた地域研究や根城計画の重安を粟件 と思われる｡ このようを地域への愛情が

教育面で も必要を ことはい うまで もな く,教師が取扱 う根城 に強い熱意を もってと 9くむ ことが,

生徒 vcJ旭理-の興味を育 てるもととなろ う｡私事 にわたって恐縮で あるが,私個人 も下町vc生れ山

手で育って,東京への強い関心督もつことが都 市地理一般の研究vC入る基盤 とを少,またいま武威
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野の一隅vc住んで都 市近郊の問題に取 9組む動囚 となっている｡望む らくは,できるだけ広い視野

で身近な現象を拡大 し, よD高次の もの-と導 くべ く,さ らに努力を重ねたいと念 じているO

日 記 帳

有 末 武 夫

14才のころ(高等小学 2年 )冬休の宿題 として,毎 日日記を書 くことが課せ られ,休み明けの

教室で,各 自の書いた 日記の一 節を読まされたことがあったo 最初に私があたって, ｢朝おきて,

顔を洗って,ごはんを食べて,少 し勉強 して,-･-･･･夜はかるた取 りをして,寝 ました｡ ｣という

ようを内容を読み上げたOその時先生が何といったかば全然覚えていないO次vcあたった子は胸を

張って読んだ｡

｢今 日,僕は友だちvcうそをいってしまったo xxの宮さまは,生まれてか ら一度 もうそをいわ

れたことがないそ うです｡僕 もこれからは宮さまVCな らって,うそをいわないと決心 しま した｡ ｣

夷はこの通 りの文章が少年倶楽部の新年号のふろくの 日記帳vc,記入例としてのっていたのであ

る｡昭利初期の北海道の片い夜かのことで,少年倶楽部をとっている子はほ とん どいなかった｡私

はふろくの模型ほ しさに,家^vc内緒で新年号だけ買った ように記憶 している｡それは ともか くと

して,先生がその子に｢友だち｣..とは誰か, ｢うそ｣とはどんな うそかを追求 してくれた ら, 日記

帳のうそがばれるのVC, と心ひそかvc柑j待 していた｡ ところが先生は逆vc｢自分の悪かったことを

正直に日記に書 くことはたい-ん よろしい｡ 日記とはこういうふ うに書 くものですb ｣と賞賛 した,

もともと引込み思案の私は,少年倶楽部の日記の模壬白文に,その通 りの文がのっていたこと菅発言

する勇気はなかったが,先生のい うことも信用で きない ものだと思ったことは事実である｡

このときのくや しさが;私に｢他人vc読んで聞かせ る日記｣では夜い, ｢自分で読みかえす日記

｣を書き続けさせている, といえばオーバーだが,小学校卒業以来,大体現在まで日記は継続され

ている｡私の日記は きわめて簡単で,毎 日自分のしたことを書 きつけるだけである｡それだけqc2

年前, 5年前の今日をふ 9かえるとき忙は じめて面白味をもつ ｡ 昭利15年ごろ5年連用日記をみ

つけて,以後これを愛用 していたが,東京オリンピックの5年前に,オ リンピック目標の5年連用

日記というのを買った｡その後は大型の 日記帳の1日分を 5分割 して5年間使ってみた｡ こうする

と日記を書 くたびに2年前 ｡5年前の記事が目にふれて,過去を楽 しむ年寄Dにとって日記を書 く
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